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抄　　録

　【目的】看護基礎教育課程における看護実践能力向上をめざした「看護の統合と実践」の授業の効果
と課題を明らかにする．
　【方法】授業評価は各授業終了後学生と指導者に，目標評価はすべての授業受講後に，看護実践能力
の経験到達状況は授業前と後に自己記入式質問調査を実施した．分析は，授業評価と目標評価は単純集
計，自由記載は質的に整理，経験到達状況の変化は��������符号付順位検定を行った．
　【結果】授業評価は，学生と指導者ともに，ほとんどの項目で��％以上良いとされ，理由として，臨
地で使用している機器に触れ操作を確認し技術を習得できた，看護師・患者・評価者の体験から違う立
場の心情が理解できた，自分の判断に対しその場で助言が得られるという意見があった．要望では，さ
らにリアルな状況設定や時間配分の工夫があげられた．到達の低い行動目標は，個別の状況に応じた判
断や実施可能な範囲の判断であった．経験到達度で変化した「健康問題別実践能力」�項目は，授業で
経験できたことによる変化であった．
　【結論】「看護の実践と統合」は，学生が，確実な技術を習得する機会と対象を理解した上で�専門的
に判断し技術を提供する過程を体感する機会となっていた．さらに看護師との協働によって現実的な
学びの機会を増やす必要がある．

キーワード：看護学生　看護実践能力　シミュレーション教育，客観的臨床能力試験．



 は じ め に

　臨床看護の場では�医療の高度化�患者の高
齢化・重症化�平均在院日数の短縮等により�看
護業務が多様化・複雑化し�高度な看護実践能
力が求められている�また患者の人権への配慮
や�医療安全確保のための取り組みが強化され
る中�看護師になるための学習途上にある学生
が行う看護技術実習の範囲や機会が限定されて
いる�）�一方�����年「看護実践能力の育成の
充実に向けた大学卒業時の到達目標」では�看護
師に求められる�つの実践能力として①ヒュー
マンケアの基本に関する実践能力�②看護の計
画的展開能力�③特定の健康問題を持つ人への
実践能力�④ケア環境とチーム体制整備能力�
⑤実践の中で研鑽する基本的能力を設定した�）�
さらに今後看護職として強化すべき教育内容と
して�①人間性のベースになる倫理性�②状況
を見極め�的確に判断する能力�③コミュニ

ケーション能力�対人関係能力を育成する教
育�④健康の保持増進に関する教育�⑤多職種
間の連携�協働と社会資源の活用及び保健医療
福祉に関する法律や制度に関する教育�⑥主体
的に関する態度を養う教育�）�を挙げている�
　このような課題を背景に�本学の看護基礎教
育では看護実践能力育成へのカリキュラムの見
直しや教育内容の検討を行い�����年より看護
実践能力育成プロジェクト委員会を設置し�学
生の看護実践能力の現状や課題を明らかにして
きた�）�これらを踏まえ�平成��年度文部科学
省大学改善推進事業に採択された「循環型教育
システムによる看護師育成プラン」の教育プロ
グラム開発プロジェクトの一事業として�「一
人前看護師育成プログラム」の中に�年生を対
象とした授業（以下「看護の統合と実践」を位
置づけ����年より開講した�「一人前看護師育
成プログラム」は�学部�年から卒後�年まで
の�年間で「一人前看護師育成」を目指し�看
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護学科と看護部が協働して教育する看護実践能
力を向上させる一貫した教育システムである
（図�）�

 研 究 目 的

　本研究は�看護基礎教育課程における看護実
践能力向上に向けての授業のあり方を探求する
ため�看護に必要な力を意識化し�臨地に近い
環境で看護行為を行う「看護の統合と実践」の
授業について�受講した学生及び指導者の評価
と学生の看護実践能力の経験到達状況の変化か
ら授業の効果と課題を明らかにすることである�

 研 究 方 法

���．研究対象

　「看護の統合と実践」を受講した学生��名中
すべての調査に回答した��名（女性����％�
年齢����±���歳）である�指導者は�「��機

器の理論と操作：�名」「看護技術・シミュレー
ション学習：��名」「客観的臨床能力試験（以
下����）：��名」の計��名である（表�）�
���．研究方法

　調査　�　：個別の授業評価は�各授業終了後
（「��機器の理論と操作」終了後�「看護技術・シ
ミュレーション学習」終了後�「����」終了後）
計�回�自己記入式質問調査を学生と指導者に
実施した�項目は�各授業の内容と有効性に対
し［大変良い］［良い］［ふつう］［やや悪い］
［悪い］の�段階尺度と有効であると答えた理
由�自由記載である�授業目標の評価は�「��
機器の理論と操作」「看護技術学習」「シミュレー
ション学習」の授業受講後��つの目標と��の
行動目標に対し�［よくできる］［まあまあでき
る］［どちらでもない］［あまりできない］［まっ
たくできない］の�段階尺度で学生に回答を得
た�
　調査　�　：看護実践能力の経験到達状況は�授
業前（��月）と終了後（��月末）に自己記入式
質問紙調査を学生に実施した�看護実践能力の
経験到達状況は�看護実践能力の育成の充実に
向けた大学卒業時到達目標�）�の��項目に本学独
自の内容�項目を追加し���項目から構成され
ている�①ヒューマンケアの基本に関する実践
能力（以下ヒューマンケアの基本能力）�項目�
②看護の計画的展開能力��項目�③特定の健康
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図　�　　授業の位置づけと特色

表�　　指導者の属性



問題を持つ人への実践能力（以下健康問題別実
践能力）��項目�④ケア環境とチーム体制整備
能力（以下チーム体制整備能力）�項目�⑤実
践の中で研鑽する基本能力（以下研鑽能力）�
項目の��項目で構成されている�これらに対
し［単独でできる�以下単独］［指導者の指導を
受け実施できる�以下助言実施］［指導を受け部
分的に実施できる�以下部分実施］［実施できな
い�以下できない］の�段階と［経験する機会
なし�以下経験なし］で回答を得た�
���．分析方法

　学生と指導者の評価は�単純集計を行い�自
由記載については意味の類似性を考慮し�分類
整理した�看護実践能力の経験到達状況の変化
は��������符号付順位検定を行い有意水準　���
とした�
���．倫理的配慮

　それぞれの調査時に学生と指導者に対し�口
頭にて研究の概要を説明した�研究の参加はあ
くまで自由意思であること�途中で中断しても
何ら不利益は生じないこと�匿名性の保証�
データ管理は厳重に行うこと�さらに�学生に
は�本研究の参加の有無は成績には一切関係し
ないことを説明し�同意を得た�
���．「看護の統合と実践」の授業概要

　授業目的は�「既習の知識・技術を統合し�対
象の状態に応じた看護を実践する能力�つまり
看護師としての責務�倫理的判断�ケアリング

を基本とした援助関係形成能力�臨床判断能
力�リスクマネージメント能力について理解を
深めることができる」とした�
　指導方法は�①自己の看護実践能力について�
臨地事例を教材にした演習を設定し�グループ
ディスカッションやリフレクションを通して学
生に意識化させる�②附属病院の看護師など外
来講師を招き�看護技術演習やシミュレーショ
ン教育を取り入れ�実践的に看護を学ぶ�③評
価は�筆記試験を包含した����を実施する�
とした�
　授業の詳細は�表�に示すとおりである�
���）授業の内容
①オリエンテーション
　「看護専門職の姿勢」について講義した後�
「看護に必要な力」を��法にてグループワーク
し�学生の看護実践能力について確認を行っ
た�「演習計画書の作成」では�学生は�提示さ
れた事例の情報と知識を活用し［臨床判断］を
行い�その看護現象に必要な看護技術について
手順とともに［対人関係］［リスクマネージメン
ト］［倫理的判断］の視点で�どのように思考し�
行動するのかを記載した�この演習計画書は�
学生が計画の段階では看護技術の認知領域（基
本動作）・精神運動領域（知識・理解）・情意領域
（配慮・判断力）の確認を行うものとなり�さら
に演習で対象の理解（個別性）を追加し�学生
が実施した看護行為を記入するものである�

��� 光　木　幸　子　ほか

表�　　「看護の統合と実践Ⅰ」の授業内容



②看護技術学習
　「���とシミュレーションを用いたフィジカ
ルアセスメント」では�呼吸器系と循環器系と
消化器系の���を視聴後�シミュレーターを
用いてフィジカルアセスメントを実施した�
「事例を通した看護の実際」では�看護師のロー
ルモデルで学習後�学生は看護師役・患者役・
評価者役を演習し�「演習計画書」に基づきリフ
レクションを実施した�事例は��）発熱患者
への座薬の挿入と解熱後の持続点滴中の患者の
寝衣交換��）片麻痺の経鼻カニューレをして
いる患者の痰の吸引と口腔ケア��）全盲の糖
尿病患者の血糖測定とインスリン注射の実施と
配膳�とした�
③��機器の理論と操作
　「��機器の基本知識」の講義後�演習では【輸
液ポンプ】【シリンジポンプ】【低圧持続吸引器】
【人工呼吸器の管理】【人工呼吸器装着中の看護】
の�ブースに分かれ�器械の操作と留意事項や
観察項目等を再度確認し�全員が一連の操作を
実施した�
④シミュレーション学習
　「狭心症発作時の看護師の対応」という設定
で��名の看護師が狭心症発作時にどのように
連携・連絡・対応するかをロールモデルで学習
後�学生は�看護師役�（発作時の第一発見者�
看護師�に��誘導心電図を依頼�医師の指示内
容を実施する看護師）と看護師役�（看護師�
に協力し��誘導心電図の測定�患者の状態を医
師に報告し指示を受ける看護師）と患者役と評
価者役を実施した�その後「演習計画書」に基
づきリフレクションを実施した�
⑤客観的臨床能力試験（����）
　����の到達目標は��）潜在的顕在的なリス
クを明らかにし�安全安楽を考慮した正確なケ
アの実施ができる��）複数患者に対し�優先
度を考慮したケアのマネージメントができる�
とした�課題は「手術後疼痛のある患者への車
イスへの移乗介助」と「輸液ポンプ使用中の患
者への対応」とした�学生は�試問����で知
識を確認後�実技����を実施し�模擬患者�
看護師�教員から評価を受けた�����内容は�

個別に���に録画され�個人の評価に用いた�
⑥����の振り返りとまとめ
　「����の���視聴」では�学生は自身の看
護行為を視聴し�自己の看護実践上の問題や課
題を明確にした�まとめは�「看護実践能力と
は」についてグループディスカッションを行い�
「看護に必要な力」について理解を深めた�

 結 果

���．個別の授業終了後の学生と指導者の評価

　それぞれの授業内容と有用性について述べ�
有効であると答えた理由と自由記載内容を述べ
る�
���）授業の内容と有効性について学生と指導者
の認識（図�）
　「��機器と理論」では�学生は全員が良いと
しており�指導者も［大変良い］［良い］が����％
を占めていた�「看護技術・シミュレーション学
習」では�学生も指導者も全員が良いと回答して
いた�「����」では�指導者は全員がよいとして
いたが�学生は［ふつう］����％�［無回答］����％
であった�授業の有用性については�「��機器
の理論と操作」「����」で学生の無回答が見ら
れたが�その他はおおむね良いと回答していた�
　有効であると答えた理由として�「��機器の
理論と操作」では�学生は�「��機器は使い方
を教えてもらう機会が少ないから」「働く前に学
習する事で�臨床に出てからスムーズに対応し
ていける」「様々な医療機器に触れ�使用法や注
意点を細かく説明してもらったので」「��機器
操作の今後の自信になった」と記載していた�
「看護技術・シミュレーション学習」では�学生
は�「練習にもなりイメージがわく」「実践的だ
から」「メンバーの中で話し合って学習を深めら
れると共に�患者役や評価者などの立場から見
ることも勉強になった」「きちんと��誘導心電
図の使い方を復習できたから」「��になった時
の自信につながる」「実際のエキスパートの方や
先生からすぐに助言や指導をもらえるから」と
記載し�指導者は�「学生にとって�技術や接遇
など臨床に近い内容を学べることが良い」「臨床
��が「何を考え」援助を行っているかがわかっ

看護実践能力向上を目指した授業効果と課題 ���



たので意義があった」「実際の患者体験は�看護
を実践する上で良い気づきになる」と記載して
いた�「����」では�学生は�「自分の能力が
わかり�足りない部分を実感できたから」「車椅
子への移乗や輸液ポンプの扱いなど現場でよく
行なわれる行為でのコミュニケーション学習で
あったため」「一人で行う「緊張感」からも学び
があった」「自分自身の知識・技術について考え
る良い機会になった」と記載していた�指導者
は�「臨床に出る前の練習として�実技・コミュ
ニケーション�状況判断の訓練機会がもてて良
い」「ペーパーシミュレーションより学生が自身
を客観的に見る機会になる」「学生の今後の学び
の方向づけとなる」と記載していた�
���）自由記載の内容
　自由記載内容は教育方法の良かった点と要望
のカテゴリーに整理分類した�
　「��機器の理論と操作」（表�）「技術演習・
シミュレーション学習」（表�）「����」（表�）
に示す�　

　いずれの授業の中でも�良かった点として�
臨地で使用されている器械や医療器具に直接触
れ操作方法を確認でき技術を習得できたこと�
看護師役・患者役・評価者を体験することが違
う立場の気持ちを理解する機会となっていたこ
と�自分が行った判断に対してその場で助言が
得られる機会となっていたこと等の記載が見ら
れた�要望では�さらにリアルな状況設定する
工夫や時間配分等に対する内容が多かった�
���．授業目標の評価

　授業の目標�項目と行動目標��項目の自己評
価を以下に示す（表�）�
　�つ目標は「看護の専門性を高めることと自
己の継続学習の必要性を理解することができ
る」（研鑽能力）というは「よくできる」「まあ
まあできる」を合わせ（以下できる）����％と
最も高く�次いで「看護師としての業務範囲を
認識し�患者の意思を尊重しながら看護ケアを
提供できる」（ヒューマンケアの基本能力）
����％�「収集した情報から�患者の状況を分
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図　�　　授業の内容と有用性　―学生と指導者―



看護実践能力向上を目指した授業効果と課題 ���

表�　　「��機器の理論と操作」の教育方法の良かった点と要望

表�　　「看護技術学習とシミュレーション学習」の教育方法の良かった点と要望学生の自由記載内容

表�　　「����」の教育方法の良かった点と要望



析・解釈し�看護の必要性と優先度の判断ができ
る」（看護の計画的展開能力：臨床判断能力）
����％�「顕在的・潜在的なリスクを明らかにし�
起こり得る自己の予防と発生に対応することが
できる」（看護の計画的展開能力：リスクマネー
ジメント能力）����％�「患者の状態や状況に応
じて�ケアの優先度を判断できる」（看護の計画
的展開能力）����％であった�行動目標で自己
評価が低かった項目は�「看護ケアを行う時�患
者の反応を見ながら状態に即した方法を工夫で
きる」����％�「看護ケアを求められたとき�自
分の現在の能力で果たせるかを判断して実施で
きるかどうかを決めることができる」����％等�
その時の個別の状況に応じた判断や自分の実施
可能な範囲の判断が含まれる内容であった�
���．看護実践能力到達度の変化

　看護実践能力の経験到達度は���項目中「健
康問題別実践能力」�項目と「看護の計画的な
展開能力」�項目に変化が見られた（表�）�健
康問題別実施能力の【生命の危機状況の判断と
救命処置をする】では�［単独］���％から����％
へ�［助言実施］����％から����％へ�［部分実
施］����％から����％へと増加し�［できない］
���％から���％へ�［経験なし］����％から
����％へ有意に変化が見られた（�＝�����）�
【心の危機状態の判断と緊急対応をする】では�

［単独］���％から���％へ�［助言実施］����％
から����％へ�［部分実施］����％から����％へ
増加し�［できない］����％から���％へ�［経験
なし］����％から���％へ減少し有意に変化が見
られた（�＝�����）�【事故の特性に応じた緊急
処置・援助】では�［単独］前後ともに���％�
［助言実施］����％から����％へ�［部分実施］
����％から����％へ増加し�［できない］����％
から���％へ�［経験なし］����％から����％へ
減少し有意な変化が見られた（�＝�����）�看護
の計画的な展開能力の【技術実施過程を通して�
利用者の状態・反応を判断し�実施方法を調整
する】では�［単独］����％から����％へ�［助
言実施］����％から����％へ�［部分実施］���％
から����％へ�［できない］前後ともに���％�
［経験なし］���％から���％へ変化が見られた
（�＝�����）�その他の項目には有意な差は見ら
れなかった�「健康問題別実践能力」の�項目
は�経験する機会がない内容が授業により経験
できたことにより変化が見られた内容であった�

 考 察

���．「看護の統合と実践」の有効性と課題

　看護実践応力を向上させる授業を構成するに
は�看護実践能力を共通認識する必要があっ
た�そこで�この授業では日本看護系大学協議
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表�　　授業の目標と行動目標の自己評価
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表�　　「看護の実践と統合」に関連する看護実践能力の経験到達状況の授業前後の比較（�＝��）（％）



会の定義を用い「看護実践能力（������������	��
�
����������）とは�看護師としての知識（������
����）�技術（�����）�価値・信条（�����＆������）�
経験（����������）を複合的に用いて行為（������）
を起こす能力（����������）である」とした�
構成要素は�文部科学省が示した�つの実践能
力のうち授業に組み入れることができると判断
した�つの実践能力（ヒューマンケアの基本能
力�看護の計画的展開能力�健康問題別実践能
力�研鑽能力）とした�我々看護職は�健康問
題に対する人間の反応に対して援助している�
つまり�看護の対象である人間が今直面してい
る健康問題に対してどのような影響を受け�ど
のような反応をしているかを理解したうえで�
看護技術を必要に応じた形にアレンジし看護行
為として提供している�）�看護技術を構成して
いるのは�知識の理解や確認の認知領域�技術
や実践のプロセスである精神運動領域�実践時
の態度やマナー習慣といった情意領域である�
このように多くの領域を活用しながら�個別に
合わせて看護行為を行い日々の経験とリフレク
ションを繰り返すことで看護実践能力は向上す
ると考える�今までの基礎看護教育の中では�
看護技術や人間の理解そして看護師という専門
職の姿勢�看護の展開能力をそれぞれの授業や
演習を通して教育してきた�さらに�それらを
複合的に用いる機会が��年生後期から始まる
臨地実習であった�しかし現実的には�医療制
度改革による入院期間の短縮等の臨地現場の諸
事情�カリキュラムの改正による実習時間の短
縮�看護教育の急速な大学化に伴う教員の資質
のばらつき等が�看護実践に必要な����������
を学生に修得させるには限界があった�
　今回の授業展開を通して�看護実践能力とは
何かを大学内の各領域の教員が思考し�共通認
識できる機会となったことは�大きな成果で
あった�更に�看護実践能力は短期間で培える
ものではなく�専門的な知識や技術そして専門
的資質を活用した看護の経験とリフレクション
を通して発展させていくととらえると卒後�年
までの一貫した教育プログラムは有効なプログ
ラムであると実感している�

　今回の授業の特徴は�①自己の看護実践能力
について�臨地事例を教材にした演習を設定
し�グループディスカッションやリフレクショ
ンを通して学生に意識化させる�②附属病院の
看護師など外来講師を招き�看護技術演習やシ
ミュレーション教育を取り入れ�実践的に看護
を学ぶ�③評価は�筆記試験を包含した����
を実施する�の�点であった�グループディス
カッションは�個々の学生が実施した看護行為
についてグループディスカッションを通してよ
り重厚なものへと発展させることを促す機会と
なっていた�リフレクションは客観的に自己の
看護行為をクリティカルシンキングする機会と
なり�今後実践能力を高める方法として効果が
あった�看護師の関わりは�最新の用具と援助
方法を修得する機会として非常に貴重であっ
た�また����では自分自身の看護行為をあら
ゆる立場のあらゆる視点から助言してもらえる
機会となったことから�学生が�自ら看護実践
に必要な能力を意識し�取得し�高める方法を
授業の中で体験することができたと考える�各
授業の中で学生が行った看護行為に対し�その
場で助言を得られることは�正しい知識への修
正や自己の課題を明確にできる機会となった�
さらに����を視聴する機会は�自分の行動特
性を客観的に知る機会となり自分の利点と欠点
を理解する方法として有効であった�
　授業の事例として学生の経験到達度の低い内
容を設定したことは�直接的に学生の技術の習
得を促す結果を導いたため�今後も学生の経験
状況を考慮した授業内容を計画していく必要が
ある�今回初めての試みであったが�多くの教
員の労力と英知で組み立てられた授業は�看護
実践能力を向上させることに有効な内容であっ
たと考える��
　次年度への授業の課題として�今回の調査か
ら�各授業内容をより現実的な内容に洗練する
こと�授業の時間を効率よく構成することが明
らかとなった�
　学生が自己評価した目標の評価では�「どち
らともいえない」という実践能力への自信のな
さが表現された点については�どの部分の自信
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のなさがこのような結果を導き出しているのか
を探求する必要がある�
���．基礎看護教育における看護実践能力の育成

の課題

　「看護の統合と実践」の授業は�看護基礎教育
の最終年である�年生後期�つまり既習の知識
と技術を活用し一通りの臨地実習を終え�看護
研究等より発展的な講義を受講している時期で
あり�さらに就職先が決定し�自分たちの看護
実践能力に対する不安を自覚する時期に設定し
た�しかし�本来�看護実践能力は�年間の基
礎看護教育の過程において段階的に構築される
ことが望まれる�単純な看護行為を必要とする
現象から複雑な看護行為を必要とする現象まで
学年の修学段階に応じて設定していく必要があ
る�そのためには大学教員が�それぞれの学年
の看護実践能力の到達目標を明確にし�共通理
解する必要がある�さらに明確化された到達目
標とそれぞれの教科間の一貫した内容と整合性
の検討が求められる�
　今回は臨床看護師と協働して授業内容を構成
したためリアリティのある事例を設定すること
ができた�臨地における実習の機会がますます
減少する中�学内でリアリティのある環境設定
を構築できることは非常に有益である�さらに
看護師との協働による効果は�学生が身近な自
己のモデルとして看護師を捉えていたことか
ら�自分の目指す姿をイメージ化することにも
つながっていた�一方看護師も�学生のレディ
ネスを理解する機会となっていたと考えられ
た�今後も看護師と協働することによって現実
的な学びの機会を増やす必要がある�

 

 結 論

　看護基礎教育課程における看護実践能力向上
をめざした「看護の統合と実践」の授業の効果
と課題を明らかにすることを目的に学生��名
と指導者��名へ調査した結果以下のことが明
らかになった�
　学生と指導者の授業の内容と有用性はおおむ
ね良いとされ�その理由として�臨地で使用さ
れている器械や医療器具に直接触れ操作方法を
確認でき技術を習得できたこと�看護師役・患
者役・評価者を体験することが違う立場の気持
ちを理解する機会となっていたこと�自分が
行った判断に対してその場で助言が得られる機
会となっていたこと等の記載が見られた�要望
では�さらにリアルな状況設定や時間配分の工
夫の内容であった�学生の目標と行動目標の到
達が低かった内容は�その時の個別の状況に応
じた判断や自分の実施可能な範囲の判断が含ま
れる内容であった�学生の看護実践能力の経験
到達度で変化した「健康問題別実践能力」�項
目は�経験する機会がない内容が授業により経
験できたことにより変化が見られた内容であっ
た�「看護の統合と実践」は�学生が�確実な技
術を習得する機会と対象を理解し専門的に判断
し技術を提供する過程を体感する機会となって
いた�さらに看護師との協働によって現実的な
学びの機会を増やす必要があると考える�
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